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Ａ．研究目的 
 1．荒川班で経年的に行ってきた性感染症
（sexually transmitted infections、以下 STI）のセ
ンチネルサーベイランスの継承し、日本における真
の発生頻度を推計する、2．STI 予防教育（中高生対
象）の標準化と自治体を通じた医療、教育への情報
提供を強化する、3. STI 罹患者が専門医療機関を受
診しやすいネットワークを構築し、若者に情報を発
信する、4．梅毒感染者減少に向けた取り組みを行う、
5. 先天梅毒の実態を把握する、6. 口腔・咽頭におけ
る性感染症の疫学を明らかにする、7. 咽喉頭での
HPV 感染状況（喉頭がん、新生児乳頭腫の検討を含
む）を明らかにする、8．男性尿道炎・女性子宮頸管
炎の原因としての Mycoplasma、Ureaplasma の薬
剤耐性を含めた疫学解析とその治療法を検討する、9．
薬剤耐性淋菌の耐性機構解析と既存薬による治療法
を開発する 
 
Ｂ．研究方法 

性感染症（sexually transmitted infections、以下
STI）のセンチネルサーベイランスの調査票は感染
者の性別・年齢・感染疾患（梅毒・淋菌感染症・性
器クラミジア感染症・非淋菌非クラミジア感染症・
性器ヘルペス・尖圭コンジローマ），受診日，住所地
を調査項目とした。千葉県・岐阜県・兵庫県・徳島
県の 4 県産婦人科・泌尿器科・皮膚科・性病科（本
年は徳島県の全泌尿器科も調査対象とした）を標榜
する医療機関に症状があって受診した以下の感染症
全数調査を行い（梅毒，淋菌感染症，性器クラミジ
ア感染症，非淋菌非クラミジア感染症，性器ヘルペ
ス，尖圭コンジローム），あらかじめ送付した調査票
（別紙）に診療・診断した医師に記入をお願いした。
調査期間は各県医師会の協力を得て、平成 30 年 10
月 1 日から 31 日の期間に実施した。また、国の定点
調査である感染症発生動向調査の性器クラミジア感
染症の 2007 年から 2017 年までの報告（2017 年は

暫定値）を男女別及び 5 歳から 49 歳まで 5 歳間隔
で集計した。報告数を人口で割った値を報告率（比）
として代用した。人口は総務省統計局からの各年 10
月 1 日現在人口を用いた。 
「梅毒診療ガイド」は、日本性感染症学会梅毒委

員会梅毒診療ガイド作成小委員会（委員長：荒川創
一）と本研究班（研究代表者：三鴨廣繁）との共編
として、これら構成員間の徹底した論議を経てドラ
フト版を作成し、2018 年 5 月に日本性感染症学会ホ
ームページに掲載してパブリックコメントを募集し、
その上で 2018 年 6 月 15 日付け発刊され、そのバナ
ーが日本性感染症学会および日本化学療法学会の
HP トップページに置かれており、何らの制約なく
アクセスできるようになっている。また、「ストッ
プ！梅毒」の国民への呼びかけ・予防啓発は、本研
究班の趣旨を具現化するものとして、日本性感染症
学会・日本感染症学会・日本化学療法学会・日本環
境感染学会・日本臨床微生物学会の 5 学会からの声
明として、2018 年 4 月 28 日から順次、それぞれの
学会 HP トップページに、そのバナーが置かれたも
のである。 
先天梅毒調査に関しては、日本大学医学部、日本

産科婦人科学会、WHO の３者のすべての倫理委員
会の承認のもと、郵送によるアンケート調査を実施
した。対象は、2016 年に実施された全国の産婦人科
研修プログラムの基幹施設へのアンケートにおいて、
梅毒合併妊婦の報告のあった 88 施設の専門医機構
の基幹施設とした。調査期間として、2018 年 10 月
～ 2018 年 12 月にアンケート郵送し、2018 年 12
月を締め切りとした。 
2017 年 6 月から 2018 年 3 月の間、東京にあるレ
ディースクリニック（1 つの医療法人社団に属する 5
つのクリニック）を受診し、梅毒抗体検査を受けた
20 歳以上の女性を対象に、無記名の自己記入式質問
紙を用いた前向きの症例対照研究を実施した。症例
は、臨床所見ならびに抗体検査により活動性の梅毒
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と診断された者（感染症法に基づく梅毒届出基準に
合致）とした。対照は、臨床所見ならびに抗体検査
により梅毒未罹患ないし、梅毒既往歴を有するもの
の治癒後と判断された者と定義した。なお、本研究
では最近の梅毒感染リスクを評価することを目的と
しているため、症例として晩期顕症梅毒は除外し、
対象者は調査日より過去 6 ヶ月以内に異性間での性
行為を有していることを条件とした。 

2018 年に梅毒トレポネーマ特異的 PCR 検査を実
施し、陽性結果を得た検体について 23S リボゾーム
遺伝子の部分配列を決定しアジスロマイシン耐性を
判定した。 

性感染症予防の国民への啓発に関しては、高校生
以上に向けた自学自習のための性感染症予防学習ツ
ールについて検討、試作した。一般成人が若年者か
ら相談や質問を受けた時に返せる Q＆A 集をスライ
ド化して、日本性感染症学会等のウェブサイトで紹
介し、ホームページ上から、啓発スライドをスマー
トフォン版でも検索、閲覧できるよう、性感染症予
防啓発の効果的なアプローチ方法を探ることとした。 

小学生・中学生への啓発に関しては、小学生と中
学生に対する性教育教材を持ち寄り文部科学省の指
導要領と対比して、内容や言葉の表現を見直し、性
感染症予防教育の視点を追加して加筆修正した。分
析は、6 回の研究会を開催して一つ一つの教材を確
認し、養護教諭が学校教育者の視点から学習指導要
領に基づいて文言をチェックした。 

口腔・咽頭の性感染症に関しては、2018 年 4 月 1
日から 2019 年 3 月 31 日の間に東京女子医科大学東
医療センター耳鼻咽喉科で口腔咽頭の性感染症検査
を実施した受診者を対象とし、受診の目的および主
訴、現病歴、前医の有無、臨床経過、当科初診時の
咽頭所見について後ろ向きに検討した。さらに、口
腔・咽頭の組織内 HPV 感染状況に関する調査を立
案し、倫理審査を受けている。 

薬剤耐性淋菌については、既存の淋菌薬剤感受性
サーベイランスの規模を全国的に拡大した。協力医
療機関を受診した尿道炎患者のうち淋菌性尿道炎を
疑う患者を対象として、尿道分泌物をシードスワブ
2 号にて採取し、岐阜大学に送付した。岐阜大学で
はシードスワブの尿道分泌物を modified-Thyer 
Martin 培地に接種し 36℃、5％CO2 にて培養を行
った。得られた菌株はゴノチェック、MALDI 
TOF-MS や in house PCR 等にて淋菌であることを
確認した後、冷凍保存用培地に懸濁し-80℃にて保存
した。薬剤感受性試験は CLSI M7Eｄ10 に準じ施
行した。測定薬剤は PCG、CFIX、CTRX、TC、AZM、
SPCM、LVFX の 7 薬剤とした。ブレイクポイント
は CLSI M100Ed28 を用いた。 

薬剤耐性マイコプラズマに関しては、2018 年 4 月
より PuMED により検索子”Mycoplasm”あるいは”
Ureaplasma”を利用して一次スクリーニングし、タ
イトルおよび要約から耐性状況についての結果報告

があるものを選択し、内容を集約した。 
 
（倫理面への配慮） 
  研究内容に応じて研究分担者各施設で倫理審査
を受けた。 
 
Ｃ．研究結果 
  増加し続けている梅毒に関しては、2018 年 6 月
15 日付けで、本研究班として、「梅毒診療ガイド」
（http://jssti.umin.jp/news_syphilis-medical_guid
e.html）を日本性感染症学会梅毒委員会梅毒診療ガ
イド作成小委員会（委員長：荒川創一）との共編と
して、日本性感染症学会および日本化学療法学会HP
トップページにそのバナーをアップロードした。 
梅毒増加に関する国民への予防啓発については、感
染症関係 5 学会（日本性感染症学会・日本感染症学
会・日本化学療法学会・日本環境感染学会・日本臨
床微生物学会）協調による「ストップ！梅毒」の呼
びかけを各学会 HP トップページにやはりバナーを
設置
（http://jssti.umin.jp/prevention/index_syphilis.ht
ml）して、アクセスできるようにした。 
先天梅毒に関する調査では、先天梅毒と診断された
症例は 29 例であり、転帰が判明している 108 例の
中で 27%を占めた。梅毒合併妊婦 131 例のうち約
34%が、妊娠 20 週以降で診断された。日本における
梅毒合併妊婦に対する治療において、アモキシシリ
ン（AMPC）、ペニシリン G（PCG）、アセチルスピ
ラマイシンは約 80%で使用されている。アンピシリ
ン（ABPC）、ミノマイシンは約 15%の症例で使用さ
れていた。先天梅毒の母子感染リスク因子の検討で
は、人種（外国人）と診断週数（20 週以降）が独立
リスク因子として抽出された。治療法の選択はリス
ク因子ではなかった。未受診、不定期受診妊婦や外
国人妊婦が梅毒の流行と深く関与していることが示
唆され、梅毒検査の受検啓発の必要があるコホート
と考えられた。 
梅毒の増加要因について、東京の医療機関を受診し
た女性に焦点を当ててリスク要因を解析した。過去
6 か月以内に性風俗産業の従事歴、その中でも腟・
肛門性交の際の不定期でのコンドームの使用がリス
ク因子であることが示された。梅毒感染は、性風俗
産業に従事歴のない者では、若年者であること、お
よび最終学歴が四年制大学卒業未満であることがリ
スク因子として見出された。 
国内において異性間性的接触で感染伝播している梅
毒トレポネーマは 90%以上がマクロライド薬に耐性
であることが遺伝学的に示され、マクロライドによ
る治療は効果が期待できないことも明らかになった。 
 性感染症予防について、学校で性教育を受ける機
会のない大人が自ら予防行動に役立てるための啓発
ツールの開発を試み、性に関するＱ＆Ａ集をスライ
ド化して、ウェブサイトに掲載した。啓発ツールの
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普及や活用について、性行動が活発な当事者として
の若年者に対し、インターネットやＳＮＳの有効性
が期待できるが、一般市民がアクセスするウェブサ
イトの活用には課題があり、性感染症を防ぐための
行動変容や将来的に性感染症の減少を評価するには、
新たな課題を残している可能性が指摘されている。
また、小学生と中学生に対する文部科学省の学習指
導要項に添った指導案と指導用教材(P.P)を作成を行
ってきた。小学 3 年生～6 年生までの指導案及び指
導用教材 6 セット及び中学 1 年生～3 年生までの指
導案と指導用教材 5 セットを作成した。 

口腔咽頭の性感染症に関しては、東京女子医科大
学東医療センター耳鼻咽喉科を実施した 29 例を対
象とし、受診の目的および主訴、現病歴、前医の有
無、臨床経過、当科初診時の咽頭所見について後ろ
向きに検討した。29 例中 11 例（A 群）は口腔咽頭
の性感染症検査を目的に来院した受診者で、咽頭の
淋菌・クラミジア核酸増幅法検査、梅毒・HIV・
HBV・HCV の血清抗体検査のうち、問診と臨床経
過から必要と判断されたものを行った。他の18例（B
群）は、慢性扁桃炎、扁桃肥大、難治性の咽頭痛の
精査目的に当科を受診した症例で、医師側から咽頭
の淋菌とクラミジアの検査を勧めて本人が希望され
た場合に咽頭の淋菌・クラミジアの核酸増幅法検査
を実施した。29 例のうち、梅毒第 2 期が 2 例、梅毒
治療後が 2 例、咽頭淋菌感染が 1 例でいずれも A 群
の症例で、全て性風俗に関連があった。B 群に咽頭
の淋菌もクラミジアの陽性者はいなかった。口腔咽
頭の性感染症検査を目的に来院した A 群のうち 6 例
は前医（耳鼻咽喉科）受診時に性感染症検査を希望
して断られていた。また、問診や紹介状から前医（婦
人科、性感染症クリック）にて不適切な検査、治療
が行われていたと推察される症例が 2 例あった。さ
らに、口腔咽頭の手術標本における HPV 感染状況
の調査については倫理審査が進行中である。 

国内外のマイコプラズマの耐性状況について日本
における淋菌臨床分離株を広く収集し、淋菌臨床分
離株の薬剤感受性測定を実施した。全国の協力医療
機関より送付された検体より最終的に 586 株が淋菌
と同定された。PCG、TC、LVFX は非感受性株が大
多数を占め、初期治療薬として使用できないと考え
られた。CFIX は以前と比べて低感受性株が減少し
ているが、現在のわが国の用法用量では初期治療薬
としては推奨できないと考えられた。現在ガイドラ
インで初期治療薬として推奨されている SPCM お
よび CTRX は非感受性株はほとんど分離されず、こ
のまま使用可能であることが明らかになった。さら
に、2015 年に大阪で分離されたセフトリアキソン耐
性淋菌は、日本国内外で伝播していることが明らか
になった。2018 年には日本国内の分離は認められな
かったが、感染が広がる地域があることが推定され
ており、今後も国内への移入は蔓延に注視する必要
がある。 

マクロライド耐性 Mycoplasma genitalium の世
界的な分布を論文検索による情報収集を実施した。 
本研究班最大事業の一つである平成30年度4県の

産婦人科・泌尿器科・皮膚科・性病科を標榜する医
療機関における梅毒，淋菌感染症，性器クラミジア
感染症，非淋菌非クラミジア感染症，性器ヘルペス，
尖圭コンジローマを対象とした全数調査では、平成
29 年に引き続き梅毒は著しく増加したことが特徴
的であった。また、性器クラミジア感染症が、発生
動向調査の解析から若年者で増加していることを示
された。女性の淋菌感染症および性器クラミジア感
染症は男性の半数程度を示したが，この二つの感染
症に感染した女性はほとんど無症状であることから，
本研究で示した結果よりもさらに多くの女性が感染
していることを示唆できる。千葉県内の平成 30 年度
性感染症実数調査結果を過去 12 年間の結果と通覧
しサブ解析したところ、増加傾向にあること、およ
び性産業の関与が強く疑われることが明らかになっ
た。 
 
Ｄ．考察 
全数調査データから性感染症に関して現在の定点

届出で良いのかを解析し提言等に結びつけていく必
要がある。増加しつづける梅毒に関する国民、医療
関係者への継続的な啓発活動が必要である。クラミ
ジア感染症が若年者で増加傾向にあることは少子化
問題なども考えると深刻な問題であり、国民への啓
発活動の強化を考えなければならない。HPV の口
腔・咽頭感染について実態調査を継続し、対応を考
える資料としていく必要が有る。薬剤耐性淋菌、薬
剤耐性マイコプラズマの問題に関しては継続的な調
査が必要である。 
 
Ｅ．結論 
梅毒の増加が止まらない現状では、各種性感染症

に対する実態把握ならびに対策の立案・啓発活動が
必須である。 
 
Ｆ．健康危険情報 
  なし 
 
Ｇ．研究発表 
 1.  論文発表 
(1) 日本性感染症学会梅毒委員会梅毒診療ガイド作
成小委員会（委員長：荒川創一）、三鴨班（研究代表
者：三鴨廣繁）「梅毒診療ガイド」
（http://jssti.umin.jp/news_syphilis-medical_guid
e.html）、2018 年 6 月 15 日 
(2) 古林敬一、荒川創一：梅毒で免疫は形成される
か？ 日本医事新報 No.4920  
（8 月 2 週号）：66,2018 
(3) 荒川創一：性感染症の動向と対策 急増している
梅毒を中心に. 医学のあゆみ 267(3)：185-192,2018 
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